
下関市入札監視委員会（第４回）審議概要 
 

開催日時 平成１７年１１月１５日 １３：３０ 

場所 下関市勤労福祉会館 第４会議室 

委員 

太田周二郎（大学教授） 

岡孝（高等学校教諭） 

中谷正行（弁護士） 

山元太志（公認会計士） 

審議対象期間 平成１７年７月１日 ～ 平成１７年９月３０日 

審議対象総件数  １５３件     （抽出工事名称） 

条件付一般競争

入札 
９８件 豊北南地区地域水産物供給基盤整備工事 

指名競争入札 ３４件
小月処理分区下水道管渠布設工事（第１工

区） 

抽 

出 

案 

件 

随意契約 ２１件 新港地区水道管（橋梁部）布設工事 

指名停止等の運用状

況 
３件１１社 

議事項目、意

見・質問 
別紙のとおり 議事概要及び委員か

らの意見・質問、それ

に対する回答等 議事結果、回

答 
別紙のとおり 

委員会による意見の

具申又は勧告の内容 
特になし 



別紙 

議事項目、意見・質問 議事結果、回答 

「入札方式別発注工事総括表及び一覧表

（報告）」 

  

• 予定価格２５０万円以下のも

のの内訳はどうなっているの

か。 

• 総件数１９７件 １３,３５０千円

で、うち指名競争入札が５０件で、

５３,５３０千円，随意契約が１４

７件で１３,３５０千円となってい

る。 

「豊北南地区地域水産物供給基盤整備工

事」 

  

• 入札参加資格設定の理由の

「工事の大部分（９割以上）」

とはどういう意味か。 

• 設計金額を基に見た場合の割合で

ある。 

• 同じく理由の「発注機会がな

かった」とはどういう意味か。

• 合併前は当然各旧町で発注してい

ていたが，海に面していない菊川町

及び豊田町では港湾土木工事はな

いので受注機会がなかった。点数が

高ければ施工能力はあるものと判

断した。 

「小月処理分区下水道管渠布設工事（第

１工区）」 

 

• 管推進工「小口径推進工法」

を施行できる市内業者の数

は。 

• 市内で１２社ある。 



• 入札後のＪＲとの関係につい

て説明して欲しい。 

• 入札後にＪＲと覚書を交換して，保

安管理者等の確認をしているが，そ

の際に落札業者も通知している。線

路内の工事がある場合は，ＪＲに委

託している。 

「新港地区水道管（橋梁部）布設工事等」   

• 本体工事と同じく国交省発注

とはならないのか。 

• 国交省との協議により，橋は国，水

道管は市ということになった。その

ため国の業者を選定したものであ

る。 

• 国交省の発注の際には入札に

よったのか。 

• 入札によったものである。 

 

 


